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好酸球性副鼻腔炎（CRSwNP）は、慢性的な好酸
球浸潤による鼻ポリープ（鼻茸）形成を特徴とするア
レルギー疾患である。CRSwNPの原因となるアレル
ゲンは同定されておらず、その病態発症も不明であ
る。我々は、アレルゲンを同定する目的で、鼻ポリ
ープに存在するIgE産生細胞から、リコンビナント
モノクローナル抗体を作製し、それらの抗原反応性
を調べた。すると、得られたモノクローナル抗体の
約20％が連鎖球菌やインフルエンザ桿菌などの鼻
腔常在細菌を特異的に認識することが分かった。さ
らに、BCRレパトア解析などから鼻ポリープ局所で
IgGおよびIgA1陽性メモリーB細胞がIgE産生細胞
へ分化していることを突き止めた。これらのことか
ら、CRSwNPでは、従来のメカニズムとは異なり、
常在細菌に対する防御的免疫反応が、鼻腔粘膜局所
においてアレルギー反応に転換されている、という
新しいアレルギー発症の概念を提唱した。

特徴・独自性

今回の研究で、細菌がCRSwNPのアレルゲンで
あることが分かり、細菌を標的とすることで、新た
な治療・予防法の開発が期待される。近年、研究ツー
ルの発展に伴い、ヒト免疫細胞の抗原特異性とクロー
ン分布、サブセット構成や活性化状態を網羅的に調
べることが可能になってきた。今後は、それらの手
法を駆使し、CRSwNPやその他のアレルギー疾患に

研究の先に見据えるビジョン

ライフサイエンス 医療・ヘルスケア、創薬

おける病原性リンパ球の同定・性状解析を行
い、その制御について明らかにしたい。
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